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  （平成14）�

主な内容�

広報�

10-15

Ｐ２ ３市１町合併�

Ｐ３  議会だより�

Ｐ４  みんなの広場�

Ｐ６  はぐくみ�

Ｐ８  図書館だより�

Ｐ９  給与の公表�

Ｐ10  お知らせ�

Ｐ12  健康だいすき�

　9月25日、稲津町小里で、稲津小学校５年生50

人が稲刈りをしました。�

　６月４日の田植え以来、約200㎡ある水田の水

管理や草取を自分達で行った苦労が実り、豊作に

なりました。�

�

�

はりきって　稲刈り�



　
９
月
25
日
、
第
５
回
新
市
建
設
計
画
作
成
小
委
員
会

が
笠
原
町
消
防
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。�

　
今
回
は
、
前
回
示
さ
れ
た
「
建
設
計
画
の
構
成
例
」

に
各
委
員
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
構
成
案
が
、
事
務
局

よ
り
示
さ
れ
、
計
画
の
骨
組
み
が
ほ
ぼ
固
ま
る
と
と
も

に
、
計
画
の
序
論
に
盛
り
込
ま
れ
る「
合
併
の
効
果
と
不

安
」
に
つ
い
て
、
検
討
が
な
さ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
も
公
表
さ
れ
ま

し
た
。�

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
対
す
る
意
見�

・
回
収
率
50
％
の
意
味
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

　
は
な
い
か
。�

・
50
％
は
、
住
民
意
識
が
醸
成
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の

　
表
れ
と
い
え
る
。
合
併
に
関
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

　
ン
も
無
し
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
れ
ば
こ
れ
だ
け
の
も

　
の
と
い
え
る
。�

・
９
０
０
０
人
の
50
％
な
ら
ま
ず
ま
ず
の
数
字
で
、
結

　
果
を
大
事
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。�

・
数
値
か
ら
傾
向
は
十
分
出
て
い
る
と
思
う
。�

合
併
の
効
果
と
不
安�

【
合
併
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
効
果
】�

①
行
政
運
営
の
効
率
化
が
図
ら
れ
る
。�

②
財
政
運
営
の
効
率
化
が
図
ら
れ
る
。�

③
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
住
民
の
利
便
性
が
向
上

　
す
る
。�

④
重
点
的
な
投
資
に
よ
っ
て
施
設
等
の
基
盤
整
備
が
進

　
め
ら
れ
る
。�

⑤
広
域
的
な
観
点
に
立
っ
た
ま
ち
づ
く
り
と
施
策
の
展

　
開
が
可
能
に
な
る
。�

⑥
環
境
の
整
備
と
教
育
水
準
の
向
上
が
図
ら
れ
る
。�

⑦
地
域
の
特
色
と
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
、
公
共
施
設

　
の
配
置
が
可
能
に
な
る
。�

⑧
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
総
合
的
な
活
力
の
強
化  

　
が
図
ら
れ
る
。�

【
合
併
に
対
す
る
不
安
な
事
柄
】�

①
合
併
後
、
役
所
な
ど
が
あ
る
中
心
地
域
だ
け
が
発
展

　
し
、
周
辺
地
域
と
の
格
差
が
生
じ
な
い
か
。�

②
合
併
後
の
市
役
所
が
遠
く
な
り
、
今
ま
で
よ
り
不
便

　
に
な
ら
な
い
か
。�

③
市
域
が
広
く
な
り
、
行
き
届
い
た
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

　
ら
れ
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。�

④
議
員
の
数
が
減
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
民
の
声
が
届

　
き
に
く
く
な
ら
な
い
か
。�

⑤
旧
市
町
間
で
の
対
立
が
起
こ
ら
な
い
か
。�

⑥
サ
ー
ビ
ス
水
準
が
低
下
し
税
金
や
使
用
料
が
上
が
る

　
な
ど
負
担
が
重
く
な
る
こ
と
は
な
い
か
。�

⑦
合
併
を
機
に
施
設
の
統
廃
合
が
進
ま
な
い
か
。�

⑧
現
行
の
広
域
行
政
シ
ス
テ
ム
で
対
応
で
き
な
い
か
。�

⑨
各
地
域
の
歴
史
、
文
化
や
伝
統
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な

　
ど
が
失
わ
れ
な
い
か
。�

【
意
見
要
旨
】�

・
効
果
の
⑤
に
介
護
保
険
や
防
災
を
加
え
た
ほ
う
が
良

　
い�

・
特
例
市
に
な
る
こ
と
に
よ
る
権
限
委
譲
で
住
民
サ
ー

　
ビ
ス
が
向
上
す
る
こ
と
を
加
え
た
ほ
う
が
良
い
。�

・
不
安
の
①
か
ら
④
を
通
し
て
い
え
る
こ
と
だ
が
、
解

　
消
策
と
し
て
、
合
併
を
機
に
政
治
の
仕
組
み
を
変
え

　
る
（
都
市
内
分
権
が
前
提
）
こ
と
も
考
え
た
ら
ど
う

　
か
。
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
市
に
は
24
区
あ
り
、
ボ
ラ
ン

　
テ
ィ
ア
同
然
の
区
議
会
議
員
が
い
て
、
区
内
の
政
治

　
を
司
っ
て
い
る
。
西
欧
で
は
、
個
人
で
で
き
な
い
こ

　
と
は
家
庭
で
、
家
庭
で
で
き
な
い
こ
と
は
コ
ミ
ュ
ニ

　
テ
ィ
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
で
き
な
い
こ
と
を
区
で
、

　
区
で
で
き
な
い
こ
と
を
市
で
や
る
と
い
う
考
え
方
が

　
一
般
的
。
日
本
で
は
市
で
で
き
な
い
こ
と
は
県
が
や

　
る
と
い
う
よ
う
に
す
る
。
た
と
え
ば
、
ご
み
収
集
は

　
現
在
の
市
町
の
区
域
で
対
応
、
介
護
保
険
や
国
保
の

　
よ
う
に
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
必
要
な
事
務
は
新
市

　
で
行
う
と
い
う
よ
う
に
、
区
に
権
限
を
持
た
せ
て
区

　
議
会
議
員
制
度
を
作
り
、
区
域
の
こ
と
は
区
で
行
う

　
と
い
う
制
度
を
つ
く
っ
た
ら
ど
う
か
。�

・
不
安
の
⑩
と
し
て
現
在
の
市
町
の
名
前
が
無
く
な
る

　
こ
と
へ
の
不
安
を
加
え
た
ら
ど
う
か
。�

�

新
市
の
将
来
像�

　
事
務
局
か
ら
、
新
市
の
将
来
像
の
例
が
示
さ
れ
ま
し

た
が
、
委
員
各
自
が
持
ち
帰
り
検
討
の
上
、
次
回
の
委

員
会
で
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

考
え
て
み
よ
う

考
え
て
み
よ
う�

　
　
　
未
来
の
ふ
る
さ
と

　
　
　
未
来
の
ふ
る
さ
と�
考
え
て
み
よ
う

考
え
て
み
よ
う�

　
　
　
未
来
の
ふ
る
さ
と

　
　
　
未
来
の
ふ
る
さ
と�
考
え
て
み
よ
う�

　
　
　
未
来
の
ふ
る
さ
と�

⑧

２�平成14年10月15日�

�

第
５
回
新
市
建
設
計
画
作
成
小
委
員
会

第
５
回
新
市
建
設
計
画
作
成
小
委
員
会�

第
５
回
新
市
建
設
計
画
作
成
小
委
員
会�

第
４
回
合
併
協
議
会�

・
日
時
　
11
月
11
日
（
月
）
13
時
30
分
〜�

・
場
所
　
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐 

２
階
小
ホ
ー
ル�

�

第
６
回
新
市
建
設
計
画
作
成
小
委
員
会�

・
日
時
　
10
月
18
日
（
金
）
９
時
〜�

・
場
所
　
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐 

２
階
小
ホ
ー
ル�

�

※
合
併
協
議
会
お
よ
び
小
委
員
会
は
傍
聴
で
き
ま
す
。�

◎
問
合
せ
　
企
画
政
策
課
　
☎
内
線
３
３
３�

　
傍
聴
申
込  

〒
５
０
９
‐
５
１
２
１ 

土
岐
市
土
岐
津
町
高
山
４�

　「
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
」内 

東
濃
西
部
合
併
協
議
会
事
務
局�

              

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
５
３
‐
４
３
０
０�

�

　h
t
t
p
:/
/
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w
w
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t
o
n
o
-
s
e
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u
.j
p
�

合
併
協
議
会
開
催
案
内

合
併
協
議
会
開
催
案
内�

合
併
協
議
会
開
催
案
内�
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平
成
14
年
第
３
回
市
議
会
定
例
会
が
、

９
月
２
日
か
ら
24
日
ま
で
の
23
日
間
に
わ

た
り
開
か
れ
、
報
告
案
件
１
件
と
、
条
例

案
件
７
件
、
予
算
案
件
３
件
、
人
事
案
件

４
件
、
そ
の
他
案
件
５
件
、
認
定
案
件
１

件
、
議
員
発
議
４
件
の
合
計
25
件
が
審
議

さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認

す
べ
き
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。�

�

●
瑞
浪
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

　
き
同
意
を
求
め
る
こ
と�

【
教
育
委
員
会
委
員
早
瀬
宣
明
さ
ん
の
任

　
期
満
了
に
伴
い
、
中
島
基
行
さ
ん(

土
岐

　
町
七
二
〇
六
番
地
の
六
、
67
歳)

を
任
命

　
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
も
の
】�

●
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ

　
き
意
見
を
求
め
る
こ
と�

�

【
人
権
擁
護
委
員
岩
島
康
文
さ
ん
の
任
期

　
満
了
に
伴
い
、
同
氏
を
引
き
続
き
候
補

　
者
と
し
て
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
意

　
見
を
求
め
る
も
の
】�

●
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ

　
き
意
見
を
求
め
る
こ
と�

�

【
人
権
擁
護
委
員
鈴
木
登
さ
ん
の
退
任
に

　
伴
い
、
稲
葉
宏
子
さ
ん(

稲
津
町
小
里
二

　
六
〇
〇
番
地
の
一
、
55
歳)

を
候
補
者
と

　
し
て
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
意
見
を

　
求
め
る
も
の
】�

●
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ

　
き
意
見
を
求
め
る
こ
と�

�

【
人
権
擁
護
委
員
中
島
惠
子
さ
ん
の
任
期

　
満
了
に
伴
い
、
小
木
曽
と
み
子
さ
ん(

陶

　
町
猿
爪
九
六
八
番
地
の
一
、
54
歳)

を
候

　
補
者
と
し
て
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
別
会
計
補
正
予
算(

第
３
号)�
�

【
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
予
算
を
百
七

　
十
万
円
増
額
し
、
総
額
を
三
十
九
億
千

　
五
百
七
十
万
円
と
す
る
も
の
】�

●
平
成
14
年
度
瑞
浪
市
介
護
保
険
事
業
特

　
別
会
計
補
正
予
算(

第
１
号)�

�

【
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
を
七
百

　
六
十
万
円
増
額
し
、
総
額
を
十
六
億
九

　
千
四
百
六
十
万
円
と
す
る
も
の
】�

●
平
成
14
年
度
瑞
浪
市
一
般
会
計
補
正
予

　
算(

第
２
号)�

�

【
一
般
会
計
予
算
を
六
億
九
千
三
百
六
十

　
万
円
増
額
し
、
総
額
を
百
四
十
七
億
二�

　
千
八
百
三
十
万
円
と
す
る
も
の
】�

●
平
成
14
年
度
瑞
浪
市
老
人
保
健
事
業
特

●
飲
酒
運
転
３
な
い
決
議�

�

●
地
方
税
源
の
充
実
確
保
に
関
す
る
意
見

　
書�

●
国
民
の
健
康
、
食
品
の
安
全
性
を
確
保

　
す
る
た
め
、「
食
品
安
全
新
法
」
制
定
と

　
「
新
行
政
組
織
設
置
」
、「
食
品
衛
生
法

　
抜
本
改
正
」
を
求
め
る
意
見
書�

●
北
朝
鮮
に
拉
致
さ
れ
た
日
本
人
の
救
出

　
と
真
相
解
明
を
求
め
る
意
見
書�

�

●
岐
阜
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規

　
約
の
変
更�

�

【
一
部
事
務
組
合
及
び
広
域
連
合
の
加
入

　
・
脱
退
並
び
に
名
称
変
更
に
伴
う
改
正
】�

●
土
地
賃
貸
借
契
約
の
変
更�

�

【
明
世
町
戸
狩
地
内
の
核
燃
料
サ
イ
ク
ル

　
開
発
機
構
に
対
す
る
貸
地
の
面
積
と
契

　
約
金
額
を
変
更
す
る
も
の
】�

●
財
産
の
取
得�

�

【
小
学
校
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
購
入

　
す
る
も
の
】�

●
市
道
路
線
の
廃
止�

�

【
市
道
今
光
寺
線
及
び
稲
荷
２
号
線
を
廃

　
止
す
る
も
の
】�

●
市
道
路
線
の
認
定�

�

【
市
道
今
光
寺
・
大
洞
線
、
小
洞
線
、
水

　
洗
・
中
学
校
線
、
鳴
橋
２
号
線
を
認
定

　
す
る
も
の
】�

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定�

�

【
調
査
実
施
地
区
が
複
数
地
区
と
な
る
た

　
め
の
所
要
の
改
正
】�

●
瑞
浪
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
例
の
制
定�

�

【
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
所
要
の
改
正
】�

●
瑞
浪
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例
の
制
定�

�

【
公
図
デ
ジ
タ
ル
シ
ス
テ
ム
化
導
入
に
伴

　
う
手
数
料
の
改
正
】�

●
瑞
浪
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例
の
制
定�
�

【
消
防
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
所
要
の
改
正
】�

●
瑞
浪
市
国
民
年
金
印
紙
購
入
基
金
条
例

　
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定�

�

【
地
方
分
権
一
括
法
に
係
る
年
金
掛
金
納

　
付
事
務
の
廃
止
に
よ
る
も
の
】�

●
瑞
浪
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例
の
制
定�

�

【
国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴
う

　
所
要
の
改
正
】�

●
瑞
浪
市
議
会
議
員
定
数
条
例
の
制
定�

�

【
議
員
定
数
を
21
人
に
定
め
る
も
の
】�

●
専
決
処
分
の
報
告
（
交
通
事
故
の
和
解

　
及
び
こ
れ
に
伴
う
損
害
賠
償
の
額
の
決

　
定
に
つ
い
て
）�
�

【
公
務
中
に
お
け
る
職
員
の
公
用
車
に
よ

　
る
交
通
事
故
の
損
害
賠
償
に
つ
い
て
の

　
和
解
と
賠
償
額
を
定
め
る
も
の
】�

９
月
２
日
　
本
会
議
（
諸
般
の
報
告
、
会

　
期
の
決
定
、
議
案
上
程
、
説
明)�

�

９
月
10
日
　
本
会
議
（
一
般
質
問
）�

９
月
11
日
　
本
会
議
（
一
般
質
問
、
議�

　
案
質
疑
、
委
員
会
付
託
）
　
　
　�

９
月
12
日
　
総
務
文
教
委
員
会�

９
月
13
日
　
市
民
福
祉
委
員
会�

９
月
17
日
　
経
済
建
設
委
員
会�

９
月
24
日
　
本
会
議
（
委
員
長
報
告
、�

　
討
論
、
採
決
）�

だ
よ
り�

●
平
成
13
年
度
瑞
浪
市
水
道
事
業
会
計
決

　
算
の
認
定�

�

報

告

案

件

�

条

例

案

件

�

予

算

案

件

�

人

事

案

件

�

認

定

案

件

�

議

員

発

議

�

そ
の
他
案
件�

会

期

日

程

�

●
瑞
浪
市
地
籍
調
査
推
進
委
員
会
設
置
条�

意
見
を
求
め
る
も
の
】�
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９
月
16
日
、
明
世
町
戸
狩
の
市
民
公
園
で
、
日
中

友
好
と
平
和
を
願
っ
て
、
第
36
回
中
国
人
殉
難
者
慰

霊
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

�

　
戦
時
中
、
戸
狩
の
山
地
で
行
わ
れ
た
地
下
軍
需
工

場
建
設
で
は
、
約
330
人
の
中
国
人
が
強
制
労
働
者
と

し
て
従
事
し
ま
し
た
。�

�

　
慰
霊
祭
は
、
こ
の
う
ち
亡
く
な
っ
た
39
人
を
供
養

す
る
た
め
、
中
国
人
殉
難
者
瑞
浪
市
供
養
会
（
加
藤

武
志
会
長
）
が
主
催
し
、
昭
和
42
年
か
ら
毎
年
営
ま

れ
て
い
る
も
の
で
す
。�

　
日
中
国
交
正
常
化
30
周
年
に
あ
た
る
今
年
は
、
中

国
大
使
館
の
評
金
平
参
事
官
や
地
元
住
民
ら
約
150
人

が
参
列
し
、
殉
難
者
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。�

�

　
ま
た
、
慰
霊
祭
の
後
に
は
、
当
時
地
下
軍
需
工
場

建
設
に
関
わ
っ
た
方
の
体
験
談
等
が
話
さ
れ
た
懇
談

会
や
地
下
壕
見
学
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
８
月
30
日
か
ら
９
月
３
日
ま
で
、
ド
イ
ツ
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
市
で
開
催
さ
れ
た
国
際
消
費
財
専
門
見
本

市
「
テ
ン
デ
ン
ス
（
秋
の
見
本
市
）
」
に
「
み
ず
な

み
焼
」
が
出
展
さ
れ
、
大
好
評
を
得
ま
し
た
。�

　
主
催
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
出
展
Ｐ
Ｒ
委
員
会�

（
松
崎
捷
也
会
長
）
で
、
今
年
の
２
月
の
ア
ン
ビ
エ

ン
テ
（
春
の
見
本
市
）
に
続
き
２
回
目
の
出
展
で
す
。

今
回
評
価
の
高
か
っ
た
商
品
は
、
デ
ザ
イ
ン
に
日
本

的
要
素
を
取
り
入
れ
、
窯
変
な
ど
釉
薬
の
お
も
し
ろ

さ
を
存
分
に
発
揮
し
た
も
の
等
で
、
ヌ
ー
ド
ル
碗
や

サ
ラ
ダ
ボ
ー
ル
等
に
引
き
合
い
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
の
Ｐ
Ｒ
委
員
会
の
活
動
が
評
価

さ
れ
、
10
月
１
日
に (

財)

日
本
産
業
デ
ザ
イ
ン
振
興

会
の
「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
（
新
領
域
デ
ザ
イ
ン
部

門
）
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。�

�

　
９
月
18
日
、
市
役
所
で
第
５
次
総
合
計
画
審
議
会

の
初
会
合
が
開
か
れ
ま
し
た
。�

�

　
各
地
区
の
区
長
、
ま
ち
づ
く
り
関
係
者
ら
委
員
21

人
に
　
嶋
市
長
か
ら
委
嘱
状
が
渡
さ
れ
、
会
長
に
瀬

口
哲
夫
さ
ん
（
名
古
屋
市
立
大
学
教
授
）
が
選
ば
れ

ま
し
た
。�

　
同
計
画
は
平
成
16
年
度
か
ら
の
10
年
間
を
計
画
期

間
と
し
、
市
内
８
地
区
の
20
年
後
を
想
定
す
る
地
域

計
画
と
、
こ
の
地
域
計
画
に
基
づ
い
た
瑞
浪
市
計
画

を
策
定
し
ま
す
。�

　
今
年
度
は
、
こ
の
う
ち
の
地
域
計
画
を
策
定
す
る

た
め
、
こ
の
７
月
か
ら
市
内
８
カ
所
で
開
催
し
て
い

る
地
区
懇
談
会
の
意
見
を
参
考
に
、
審
議
会
で
計
画

を
策
定
し
ま
す
。
14
年
度
末
ま
で
に
素
案
を
つ
く
り
、

合
併
構
想
の
新
市
構
想
に
生
か
す
た
め
に
、
基
本
構

想
の
答
申
を
で
き
る
だ
け
早
く
行
う
予
定
で
す
。�

�

�

中
国
人
殉
難
者
慰
霊
祭

中
国
人
殉
難
者
慰
霊
祭�

中
国
人
殉
難
者
慰
霊
祭

中
国
人
殉
難
者
慰
霊
祭�

中
国
人
殉
難
者
慰
霊
祭

中
国
人
殉
難
者
慰
霊
祭�

中
国
人
殉
難
者
慰
霊
祭�

総
合
計
画
審
議
会

総
合
計
画
審
議
会�

総
合
計
画
審
議
会�

み
ず
な
み
焼
を
世
界
ブ
ラ
ン
ド
に

み
ず
な
み
焼
を
世
界
ブ
ラ
ン
ド
に�

み
ず
な
み
焼
を
世
界
ブ
ラ
ン
ド
に

み
ず
な
み
焼
を
世
界
ブ
ラ
ン
ド
に�

み
ず
な
み
焼
を
世
界
ブ
ラ
ン
ド
に�
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９
月
23
日
、
屏
風
山
山
頂
（
７
９
４
・
１
ｍ
）
で

「
屏
風
山
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
か
れ
、
市
内
外
か
ら

約
70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。�

�

　
こ
れ
は
、
明
日
の
稲
津
を
築
く
ま
ち
づ
く
り
推
進

協
議
会
（
成
瀬
允
道
会
長
）
が
、
身
近
な
里
山
の
魅

力
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
開
い
た
も
の
で
す
。
同
会

は
こ
れ
ま
で
、
山
道
や
湿
地
の
整
備
、
登
山
な
ど
を

定
期
的
に
行
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
山
頂
で
の
フ
ォ

ー
ラ
ム
は
初
め
て
の
開
催
で
す
。�

�

　
当
日
は
、
笹
平
口
か
ら
登
り
、
黒
の
田
東
湿
地
を

観
賞
し
て
か
ら
山
頂
で
４
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
行
わ
れ
、
里
山
整
備
の
現
状
と
課
題
、

湿
地
の
保
全
等
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
自
分
で
作
っ
た
灯
火
具
で
、
秋
の
夜
長
を
演
出
し

て
み
ま
し
ょ
う
。�

・
講
　
師
　
根
崎
隆
博
氏�

・
受
講
料
　
１
、
５
０
０
円�

・
定
　
員
　
30
人
（
先
着
順
　
11
月
７
日
締
切
り
）

◎
申
　
込
　
瑞
浪
陶
磁
資
料
館 

☎
６
７
ー
２
５
０
６

�

＊
お
断
り
　
10
月
20
日
の
作
陶
講
座
「
水
盤
づ
く

　
り
」
は
定
員
に
達
し
た
の
で
、
申
込
み
を
締
め
切

　
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
　�

●
主
な
上
映
作
品�

　
48
時
間
の
格
闘
（
近
藤
　
　
潔
）�

　
佐
渡
の
た
ら
い
舟
（
日
比
野
竜
三
）�

　
陽
春
の
妻
籠
宿
吟
行
の
旅
（
宮
下
　
宗
一
）�

　
踊
る
ア
ホ
ー
に
見
る
ア
ホ
ー
（
上
田
　
健
一
）�

　
フ
ラ
ワ
ー
ド
ー
ム
２
０
０
２
（
山
田
　
芳
彦
）�

　
蘇
っ
た
中
馬
街
道
（
田
中
　
啓
介
）�

　
絵
馬
に
託
し
て
（
蒲
田
　
幸
雄
）�

　
み
な
み
子
宝
の
湯
（
宮
村
　
誠
之
）�

◎
問
合
せ
　
瑞
浪
小
型
映
画
友
の
会
　
近
藤�

　
　
　
　
　
☎
６
５
ー
２
６
４
８
　�

樽上児童センター�

松村　葵ちゃん（２歳）�
あおい�

（小田町）�（稲津町小里）�

中山拓海ちゃん（２歳）�
たく　み�

屏
風
山
で
考
え
る
里
山

屏
風
山
で
考
え
る
里
山�

屏
風
山
で
考
え
る
里
山

屏
風
山
で
考
え
る
里
山�

屏
風
山
で
考
え
る
里
山

屏
風
山
で
考
え
る
里
山�

屏
風
山
で
考
え
る
里
山�

市
政
モ
ニ
タ
ー�

　
９
月
30
日
、
市
役
所
で
市
政
モ
ニ
タ
ー
と
　
嶋
市

長
の
座
談
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。�

�

　
市
民
が
市
政
に
対
す
る
提

言
等
を
行
う
手
段
と
し
て�

「
市
政
直
行
便
」が
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
モ
ニ
タ
ー
制

度
は
こ
れ
と
は
違
う
方
法
で

市
民
か
ら
の
生
の
声
を
聞
こ

う
と
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。�

　
モ
ニ
タ
ー
は
14
人
（
任
期

は
半
年
）
で
、
委
嘱
状
が
市

長
か
ら
渡
さ
れ
た
後
、
こ
の

日
は
９
人
の
皆
さ
ん
が
、
東

濃
西
部
３
市
１
町
の
合
併
や

介
護
保
険
な
ど
に
つ
い
て
意

見
を
交
換
し
ま
し
た
。�

�

み
ず
な
み
ア
マ
チ
ュ
ア
映
画
祭

み
ず
な
み
ア
マ
チ
ュ
ア
映
画
祭�

み
ず
な
み
ア
マ
チ
ュ
ア
映
画
祭

み
ず
な
み
ア
マ
チ
ュ
ア
映
画
祭�

み
ず
な
み
ア
マ
チ
ュ
ア
映
画
祭

み
ず
な
み
ア
マ
チ
ュ
ア
映
画
祭�

み
ず
な
み
ア
マ
チ
ュ
ア
映
画
祭�

10
月
19
日（
土
）
19
時
〜
　
陶
公
民
館�

▽
舘
　
す
え
の
様
　
二
千
八
百
二
十
八
円
　
社
会
福

　
祉
事
業
に�

�

▽
熊
谷
淳
善
様
　
五
万
円
　
社
会
福
祉
事
業
に�

�

善  

意�

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た�

灯
火
具
づ
く
り

灯
火
具
づ
く
り�

灯
火
具
づ
く
り

灯
火
具
づ
く
り�

灯
火
具
づ
く
り�

11
月
10
日（
日
）
９
時
〜
　
瑞
浪
陶
磁
資
料
館�

作
陶
講
座�

第32回�
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10
月
１
日
、
第
９
回
瑞
浪
市
教
育
委

員
会
定
例
会
が
開
か
れ
、
昨
年
10
月
か

ら
教
育
委
員
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
小

栗
幸
江
さ
ん
に
代
わ
り
、
宮
前
町
の
近

藤
泰
文
さ
ん
が
新
し
い
教
育
委
員
長
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
教
育
委
員
長
の
任
期

は
１
年
で
、
教
育
委
員
会
の
会
議
を
主

宰
し
、
教
育
委
員
会
を
代
表
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
定
例
会
に
先
立
ち
、
新
し
い

教
育
委
員
と
し
て
土
岐
町
の
中
島
基
行

さ
ん
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
教

育
委
員
の
任
期
は
４
年
で
、
瑞
浪
市
の

教
育
の
方
針
や
教
育
委
員
会
規
則
の
制

定
、
教
育
予
算
等
の
重
要
事
項
を
審
議

し
ま
す
。�

　
な
お
、
平
成
10
年
か
ら
教
育
委
員
を

務
め
ら
れ
た
早
瀬
宣
明
さ
ん
は
、
任
期

満
了
で
こ
の
ほ
ど
退
任
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
度
、
は
か
ら
ず
も
瑞
浪
市
教
育

委
員
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
責
任
を
全
う
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。�

　
今
日
の
社
会
情
勢
を
考
え
る
時
、「
人

間
教
育
」
の
重
要
性
を
痛
感
し
て
お
り

ま
す
。
学
校
教
育
・
社
会
教
育
す
な
わ

ち
市
全
体
の
生
涯
学
習
の
推
進
、
教
育

改
革
に
伴
な
う
教
育
行
政
の
あ
り
方
、

合
併
問
題
等
教
育
委
員
会
を
取
り
ま
く

課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
と

力
を
合
わ
せ
生
き
が
い
の
あ
る
「
住
ん

で
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
努
力
し
、
委
員
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
事
が
で
き
れ
ば
と
存
じ

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。�

�

　
前
回
に
続
い
て
、
中
山
道
に
関
わ
る

文
化
財
を
紹
介
し
ま
す
。�

　
一
里
塚
と
は
主
に
江
戸
時
代
に
築
か

れ
た
塚
（
土
を
盛
っ
た
も
の
）
で
、
そ

の
目
的
は
旅
人
に
道
中
の
距
離
を
示
す

こ
と
で
し
た
。
運
送
を
生
業
と
す
る
人

達
は
、
一
里
塚
を
基
準
と
し
て
運
送
料

金
を
設
定
す
る
な
ど
、
当
時
の
移
動
・

流
通
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
し
た
。�

�

　
県
内
の
中
山
道
16
宿
の
間
に
は
32
カ

所
の
一
里
塚
が
築
か
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
多
く
は
荒
廃
し
て
し
ま
い
、
現
在
で

は
数
カ
所
を
残
す
の
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
瑞
浪
一
里
塚

（
権
現
山
一
里
塚
・
八
瀬
沢
一
里
塚
・

奥
ノ
田
一
里
塚
・
鴨
ノ
巣
一
里
塚
）
の

よ
う
に
連
続
し
た
４
カ
所
の
一
里
塚
が

当
時
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
例
は
全
国
的

に
も
ま
れ
で
す
。�

�

　
そ
の
た
め
、
現
在
で
は
４
カ
所
の
一

里
塚
と
も
岐
阜
県
の
文
化
財
に
指
定
さ

れ
、
大
切
に
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
一
里
塚
間
の
距
離
を
万
歩
計
で
計
り

な
が
ら
中
山
道
を
歩
い
て
み
る
の
も
面

白
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。�

教育委員会�はぐくみ�

生涯学習施設11月の休館日�

総合文化センタ－

市 民 図 書 館 �

市 民 体 育 館 �

文 化 会 館 �

サイエンスワールド�

化 石 博 物 館 �
陶 磁 資 料 館 �
市之瀬記念美術館�
地 球 回 廊 �

5、6、11、18、25、26日�

5、6、11、18、25、26、30日�

5、6、11、18、25、26日�

5、6、12、19、26、27日�

7、14、21､ 28日�

第
３
回

第
３
回�

第
３
回

第
３
回�

第
３
回� 

瑞
浪
一
里
塚

瑞
浪
一
里
塚�

 

瑞
浪
一
里
塚

瑞
浪
一
里
塚�
 

瑞
浪
一
里
塚

瑞
浪
一
里
塚�
 

瑞
浪
一
里
塚�

な
り
わ
い�

こ
う 

の  

す�

教
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委
員
長
に
近
藤
泰
文
さ
ん

教
育
委
員
長
に
近
藤
泰
文
さ
ん�

教
育
委
員
に
中
島
基
行
さ
ん

教
育
委
員
に
中
島
基
行
さ
ん�
教
育
委
員
長
に
近
藤
泰
文
さ
ん

教
育
委
員
長
に
近
藤
泰
文
さ
ん�

教
育
委
員
に
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島
基
行
さ
ん

教
育
委
員
に
中
島
基
行
さ
ん�
教
育
委
員
長
に
近
藤
泰
文
さ
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教
育
委
員
に
中
島
基
行
さ
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中
島
基
行
委
員
の
抱
負�

教育委員�
中島基行さん�
�

教育委員長�
近藤泰文さん�
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生
涯
学
習
モ
デ
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グ
ル
ー
プ
③

H14

代
　
表
　
木
　
村
　
泰
　
枝�

　
私
た
ち
の
合
唱
団
は
昭
和
52
年
、
稲

津
町
『
広
池
学
園
区
婦
人
会
コ
ー
ラ
ス

部
』
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
メ
ン
バ

ー
の
中
に
は
小
さ
い
子
ど
も
を
抱
え
た

人
が
多
く
、
練
習
は
仲
間
の
家
で
子
ど

も
を
あ
や
し
な
が
ら
や
っ
て
来
ま
し
た
。�

　
部
創
設
の
頃
中
心
と
な
っ
て
活
躍
く

だ
さ
っ
た
原
田
さ
つ
き
さ
ん
の
お
話
に

よ
れ
ば
、
子
ど
も
の
小
さ
か
っ
た
当
時

は
、
メ
ン
バ
ー
を
自
宅
に
招
く
た
め
に

部
屋
掃
除
の
回
数
が
増
え
、
「
家
が
美

し
く
な
る
」
と
ご
主
人
に
も
好
評
だ
っ

た
そ
う
で
す
。�

　
一
時
は
小
さ
い
子
ど
も
の
数
が
多
く
、

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
と
い
う
よ
り
は
子

育
て
グ
ル
ー
プ
と
言
う
言
葉
が
ピ
ッ
タ

リ
の
時
も
あ
り
ま
し
た
。
最
近
は
子
ど

も
の
数
が
減
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。�

　
今
は
、
小
さ
い
子
連
れ
の
グ
ル
ー
プ

と
そ
う
で
な
い
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

練
習
を
し
て
い
ま
す
が
、
発
表
が
近
づ

く
と
数
回
合
同
で
練
習
し
本
番
に
向
け

て
皆
で
汗
を
流
し
ま
す
。�

　
現
在
は
、
学
園
の
職
員
の
奥
さ
ん
達

だ
け
で
な
く
、
他
地
区
の
方
々
に
も
一

人
で
も
多
く
参
加
し
て
頂
け
た
ら
と
、

平
成
12
年
か
ら
『
れ
い
た
く
ハ
ー
モ
ニ

ー
』
と
い
う
名
称
で
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。�

　
主
な
活
動
は
、
毎
年
七
月
に
開
催
さ

れ
る
市
民
合
唱
祭
へ
の
参
加
、
秋
の
老

人
保
健
施
設
ひ
ざ
し
で
の
慰
問
演
奏
な

ど
で
す
。�

　
子
ど
も
を
抱
い
て
の
合
唱
！
小
さ
い

わ
が
子
が
意
味
も
わ
か
ら
ぬ
歌
を
突
然

口
真
似
し
た
り
す
る
と
い
う
驚
き
と
感

動
に
、
胸
を
打
た
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。�

　
子
ど
も
を
抱
い
て
い
て
も
歌
は
歌
え

ま
す
。
ぜ
ひ
私
も
と
お
思
い
の
方
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。�

　
　
☎
６
８
ー
０
２
６
２�

　
本
校
で
は
『
総
合
的
な
学
習
の
時�

間
』
を
、「
自
分
ら
し
い
生
き
方
や
自
分

の
可
能
性
を
探
る
時
間
」
に
な
る
よ
う

「
未
来
工
房
」
と
名
付
け
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
。�

　
１
年
生
「
福
祉
」、２
年
生
「
郷
土
」、

３
年
生
「
環
境
」
の
学
年
テ
ー
マ
の
も

と
、
宿
泊
研
修
や
職
場
体
験
な
ど
の
共

通
体
験
を
行
い
、
そ
の
中
か
ら
自
分
の

興
味
関
心
に
応
じ
た
個
人
課
題
を
作
っ

て
個
人
追
究
を
進
め
て
い
ま
す
。�

　
１
年
生
の
あ
る
生
徒
は
、
介
護
施
設

で
の
体
験
か
ら
「
高
齢
者
福
祉
」
に
つ

い
て
興
味
を
抱
き
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や

老
人
介
護
に
つ
い
て
追
究
を
深
め
ま
し

た
。
高
齢
者
の
立
場
を
考
え
た
言
葉
か

け
や
接
し
方
の
大
切
さ
を
実
感
し
、
人

と
の
か
か
わ
り
方
を
見
直
す
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。�

　
２
年
生
の
あ
る
生
徒
は
、「
郷
土
」
の

学
習
を
進
め
て
い
く
う
ち
に
、
『
陶
の

コ
マ
犬
』
の
周
り
に
落
ち
葉
が
い
っ
ぱ

い
降
り
積
も
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
友
達
と
掃
除
を
計
画

し
、
地
域
の
人
の
許
可
を
得
て
実
行
し

ま
し
た
。
寒
い
冬
の
中
、
地
域
の
方
か

ら
の
「
あ
り
が
と
う
、
ご
苦
労
様
」
の

声
に
勇
気
づ
け
ら
れ
最
後
ま
で
取
り
組

ん
だ
経
験
を
、
彼
女
は
市
の
主
張
大
会

で
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。�

　
生
徒
た
ち
は
、こ
れ
ら
取
組
み
を「
自

分
の
成
長
史
」
と
し
て
ま
と
め
、
３
学

期
に
個
人
研
究
発
表
会
を
開
き
ま
す
。�

　
こ
の
個
人
追
究
を
通
し
て
、
生
徒
た

ち
は
地
域
の
人
と
積
極
的
に
関
わ
り
、

そ
の
中
か
ら
、
自
分
の
将
来
や
地
域
の

将
来
に
つ
い
て
深
く
見
つ
め
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。�

　
『
未
来
工
房
』
の
時
間
が
生
徒
に
と

っ
て
、
授
業
の
中
だ
け
に
と
ど
ま
る
こ

と
な
く
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
や
自
分

の
可
能
性
を
探
る
時
間
と
な
る
よ
う
、

さ
ら
に
充
実
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。�

�

▲陶磁器工場での職場体験�
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モ
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モ
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女
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唱

女
性
合
唱�
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く
ハ
ー
モ
ニ
ー
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ハ
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モ
ニ
ー�
女
性
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唱�

れ
い
た
く
ハ
ー
モ
ニ
ー�
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書
館
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８�平成14年10月15日�

11月の移動図書館�
こ　ま　ど　り　号�

巡回日� ステ－ション�  時      間  

15：30～16：00

16：10～16：30
棚 田 山 �

羽 広   �

15日（金）�
15：20～15：50

16：00～16：20

明 賀 台 �

新 山 田   �

13：30～14：00

14：20～14：50

15：00～15：20

15：30～16：00

薬 師 �

白 倉 �

細 久 手 �

深 沢 �

23日（土）�

27日（水）�

15：30～15：50

16：00～16：20

16：30～16：50
７日（木）�

半 原 �

鶴 城 �

名 滝 �

13：20～13：40

13：50～14：10

14：20～14：50

15：00～15：20

15：30～16：30

大 川 �

水 上 �

旭 町 �

サニーヒルズ�

猿 爪 �

28日（木）�

15：30～16：00

16：10～16：30
小 里 �

萩 原 �
13日（水）�

８日（金）�日吉ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ�

月        吉�

15：30～16：20

16：30～16：50

図書館だより�☎ 68-5529

ミニ展のご案内�ミニ展のご案内�

11月7日（木）～30日（土）�
～地図で見る都市の変遷～�

　
自
然
と
ふ
れ
あ
い
・
季
節
を
感
じ
な

が
ら
親
子
で
作
る
楽
し
さ
を
体
験
し
ま

し
ょ
う
！�
�

・
期
　
日
　
11
月
２
日
（
土
）�

　
　
　
　
　
10
時
30
分
〜
15
時�

・
場
　
所
　
屏
風
山（
笹
平
よ
り
入
山
）�

・
定
　
員
　
30
人�

・
講
　
師
　
吉
澤
　
守
先
生�

・
参
加
費
　
無
料�

�

・
期
　
日
　
11
月
30
日
（
土
）�

　
　
　
　
　
13
時
30
分
〜
16
時�

・
場
　
所
　
市
民
図
書
館
　
学
習
室�

・
定
　
員
　
30
人�

・
講
　
師
　
桜
戸
美
由
紀
先
生�

・
参
加
費
　
材
料
代
が
必
要�

・
期
　
日
　
12
月
14
日
（
土
）�

　
　
　
　
　
13
時
30
分
〜
16
時�

・
場
　
所
　
市
民
図
書
館
　
学
習
室�

・
定
　
員
　
30
人�

・
参
加
費
　
材
料
代
が
必
要�

�

◎
申
　
込
　
瑞
浪
市
民
図
書
館�

※
各
教
室
共
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

　
り
ま
す
。�

地 図 展�地 図 展�地 図 展�

　
岐
阜
県
図
書
館
に
あ
る
世
界
分
布
図
セ
ン
タ
ー
所

蔵
の
地
形
図
や
航
空
写
真
を
展
示
し
ま
す
。�

　
日
本
最
初
の
地
形
図
は
、
陸
軍
が
明
治
８
年
に
千

葉
県
習
志
野
地
域
を
縮
尺
一
万
分
の
一
で
平
板
測
量

に
よ
り
作
成
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。�

　
全
国
を
カ
バ
ー
す

る
地
形
図
は
明
治
25

年
か
ら
整
備
が
始
め

ら
れ
ま
し
た
。�

　
今
回
の
展
示
は
、

瑞
浪
市
を
は
じ
め
日

本
の
各
都
市
の
地
形

図
を
時
系
列
的
に
展

示
し
、
社
会
環
境
や

土
地
利
用
な
ど
が
変

化
し
て
き
た
各
都
市

の
変
遷
を
紹
介
し
ま

す
。�

集�集�集�
募�募�募�

親
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親
子
図
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感
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季
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感
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る

季
節
を
感
じ
る 
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季
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を
感
じ
る 
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屏
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山
自
然
観
察

屏
風
山
自
然
観
察�

屏
風
山
自
然
観
察�

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り�

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り�

餅
花
作
り

餅
花
作
り�

餅
花
作
り�

臨時休館日のお知らせ�臨時休館日のお知らせ�臨時休館日のお知らせ�

10月26日（土）～31日（木）�

「ばく書休館日」�

　図書館システムの更新および本の整理

のため休館します。�

　ご迷惑をおかけしますがご協力お願い

します。�

　この週間は、良書の普及、読書の奨励

を目的として設定されたものです。�

　秋の夜長のひととき、虫の音を聞きな

がら、読書にふけってみてはいかがです

か。�

読書週間�読書週間�読書週間�
10月27日（日）～11月9日（土）�



この公表は、瑞浪市職員の給与等の実態についてお知らせするものです。�
（１）人件費の状況（普通会計決算）�

区　分�
住民基本�
台帳人口�
（年度末）�

歳出額�

　Ａ�
実質収支�

人件費��

　Ｂ�

人件費率�

（Ｂ／Ａ）�

（参考）�
12年度の�
人件費率�

 13年度�
人�

41，430

千円� 千円� 千円�

16，279，914 666，674 3，390，005

％� ％�

20．8 24．2

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等も含ま�
　　　れています。�

（２）職員給与費の状況（普通会計予算）�

区　分�

 14年度�
人� 千円� 千円� 千円� 千円� 千円�

職員数�

　Ａ�

給　　　　　与  　　　　費�
１人当た�
り給与費��
（Ｂ／Ａ）�給料� 職員�

手当�

計��
�
Ｂ�

うち期末・��
勤勉手当�

391��
 （0）� 1，596，171 1，022，761 712，948 2，618，932 6，698

（注）１、職員手当には退職手当は含まれていません。�
　　　２、（  ）内は、再任用短時間勤務職員であり、外書�
　　　　　きです。�

（３）職員の平均給料月額・平均給与月額及び平均年齢の状況�

区分�

（14年4月1日現在）�
技  能　労　務　職�一  般　行　政　職�

平均給与��
月　　額�

平均給料��
月　　額�

平均��
年齢�

平均給与��
月　　額�

平均給料��
月　　額�

平均��
年齢�

市�
円� 円� 円� 円�

360，700 422，500 43．7 273，500 318，500 47．2

歳� 歳�

（注）一般行政職は、一般職のうち税務職・医療技術職・保�
　　　健職・福祉職・消防職・技能労務職・教育職・企業職�
　　　を除いた職員をいいます。瑞浪市全職員439人のうち�
　　　一般行政職は212人、技能労務職は77人です。�
�

（14年4月1日現在）�

（14年4月1日現在）�

（14年4月1日現在）�

（４）職員の初任給の状況　� （14年4月1日現在）�

区　　　　分�

市� 国�

決　定��
初任給�

採用２年�
経 過 後�
給 料 額�

決　定��
初任給�

採用２年�
経 過 後�
給 料 額�

一般行政職�
大学卒�

高校卒�

174，400円�

141，900円�151，800円�141，900円�151，800円�

188，900円� 188，900円�174，400円�

（14年4月1日現在）�
（５）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況�

区　　　　分�

一般行政職�
大学卒�

高校卒�

高校卒�

270，500円�

211，300円�

220，100円�

330，300円�

270，500円�

261，200円�

377，600円�

330，300円�

295，100円�

経験年数10年�経験年数15年�経験年数20年�

技能労務職�

（注）経験年数とは、卒業後ただちに採用され引き続き勤務�
　　　している場合の採用後の年数をいいます。�

（６）一般行政職の級別職員数の状況�

（７）職員手当の状況�
区　分� 市� 国�

 期末手当�勤勉手当�  期末手当�勤勉手当�

13 年 度�
支給割合�

 期末手当��
 勤勉手当�

( )

6月期�
12月期�
3月期�

計�

6月期�
12月期�
3月期�

計�

1.45月分�

1.55月分�

21.0月分�

47.5月分�
60.0月分�

6，863千円�24，381千円�

33.75月分�
21.0月分�

47.5月分�
60.0月分�

33.75月分�

0.55月分�
3.55月分�

28.875月分�
44.55月分�
62.7月分�
62.7月分�

28.875月分�
44.55月分�
62.7月分�
62.7月分�

1.45月分�

1.55月分�
0.55月分�
3.55月分�

0.6月分�

0.55月分�

1.15月分�

0.6月分�

0.55月分�

1.15月分�
自己都合� 自己都合�定年・勧奨� 定年・勧奨�

退職手当�
（支給率）�

勤続20年�
勤続25年�
勤続35年�
 最高限度額�

勤続20年�
勤続25年�
勤続35年�
 最高限度額�

１人あたり��
平均支給額��
�その他の��
加算措置�

その他の��
加算措置�

 定年前早期退職加算措置２～２０％��
 退職時特別昇給　  １号給�

 定年前早期退職加算措置２～２０％��
 退職時特別昇給　  １号俸�

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、13年度に退職し�
　　　た全職種に係る職員に支給された平均額です。�

( )

特殊勤務��
手　　当��
�
 13 年 度��
 普通会計�

区　　　　　　　分� 全 職 種�
職員全体に占める手当支給職員の割合� 35．9％�

手当の種類（手当数）� ７種類�

代表的な手当の名称�

支給額の多い手当�清掃業務手当�

多くの職員に支給��
されている手当�

消防手当�

支給対象職員１人当たり平均支給年額� 77，831円�

時 間 外��
勤務手当�

13年度�

12年度�

職員１人当たり支給年額�
64，423千円�

71，966千円�
187千円�

201千円�
（普通会計）�

支　　　給　　　総　　　額�

職員１人当たり支給年額�

支　　　給　　　総　　　額�

( )
調整手当�

支給対象地域�

支給対象職員�
支　給　率�

市の全域�

国の支給率�

３　　％�
全  職  員�
ー�

13 年 度��
普通会計�

（８）特別職の報酬等の状況�
区　　　分� 給料・報酬� 期末手当（13年度支給割合）�

市　　　長�

助　　　役�

収　入　役�

議　　　長�

副　議　長�

議　　　員�

月額 890，000円�

月額 730，000円�

月額 670，000円�

月額 430，000円�

月額 390，000円�

月額 375，000円�

６月期　2.05月分��
12月期　2.10月分��
３月期　0.55月分��
   計　　4.70月分�

６月期　2.05月分��
12月期　2.10月分��
３月期　0.55月分��
   計　　4.70月分�

�

（14年4月1日現在）�（９）定員の状況  部門別職員数の状況 
 区　分�

部　門�

職  　員　　数� 対 前 年�
増 減 数� 主な増減理由�

一
　 

般
　
行
　
政�

平成13年�平成14年�

議　会�

総　務�

税　務�

労　働�

農　林�

商　工�

土　木�

民　生�

衛　生�

小　計�

小　計�

教　育�
特別�

行政�

公営�

企業�

  等�

消　防�

水　道�

下水道�

その他�

小　計�

総　合　計�

学園都市推進室、女性政策係、窓口係等の新設�

農地法届出業務の機械化による減�

固定資産税の土地・家屋部門の一本化による減�

　　４�

　６８�

　２０�

　　１�

　１２�

　１２�

　２１�

　８７�

　４１�

２６６�

　７９�

　４９�

１２８�

　　９�

　１９�

　１７�

　４５�

４３９�

　　４�

　６２�

　２１�

　　１�

　１３�

　１２�

　２２�

　８４�

　４３�

２６２�

　８０�

　４９�

１２９�

　１０�

　２０�

　１８�

　４８�

４３９�

　　６�

　△１�

�

　△１�

　　�

　△１�

　　３�

　△２�

　　４�

　△１�

　　�

　△１�

　△１�

　△１�

　△１�

　△３�

　　０�

契約部門の移管による減�

クリーンセンターの焼却業務委託による減�

幼稚園のクラス減による減�

下水道事業との事務統合による減�

浄化センターの宿直業務委託による減�

保育園の欠員補充、児童手当等の業務増による増�

区画整理事業の仮換地清算業務減による減�

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の�
　　　身分を保有する休職者等を含み、臨時または非常勤職�
　　　員を除いています。　　　　　　　　　　　　　　　　�
＊（７）、（９）については、再任用短時間勤務職員の該当がない�
　ため省略しました。�

区　　分� ８級�７級�６級�５級�４級�３級� ２級�１級�

計�標準的な��
職務内容� 部長�課長�

課長�
補佐�係長�主査�主事�主事�主事補�

 職員数（人）�

 構成比（％）�

参
　
　
考�

１年前の��
構成比(%)

５年前の��
構成比(%)

１２�
（０）�

３１�
（０）�

４４�
（０）�

５４�
（０）�

１６�
（０）�

２０�
（０）�

２３�
（０）�

１２�
（０）�

212�
（０）�

5.7��
(0)

7.5�
(0)

9.4�
(0)

5.7�
(0)

14.6�
 (0)

20.8�
 (0)

25.５�
 (0)

100.0�
  (0)

10.8�
 (0)

5．8

3．0

13．9

12．2

23．6

13．7

23．1

25．2

7．7

19．5

9．１�

 7．3

3．8

7．3

13．0

11．8

100.0

100.0

（注）１、職員数は、本市給与条例に基づく給料表の各級の�
　　　　　在級者数です。�
　　　２、標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する�
　　　　　代表的な職名です。�
　　　３、（  ）は、再任用短時間勤務職員であり、外書きです。�

瑞 浪 市 の 職 員 給 与 等 の 公 表 �

９�瑞浪市役所　☎ 68－2111



　現在、建築物の建築面積の敷地面積に対する割

合（建ぺい率）制限の最高限度は、建築基準法に

おいて、第一種住居地域、第二種住居地域、準住

居地域、近隣商業地域、準工業地域および工業地

域については一律に定められています。�

　今年、７月12日に建築基準法の一部を改正する

法律が公布（６カ月以内に施行予定）され、これ

らの地域についても建ぺい率の選択肢が拡充され、

建ぺい率制限の最高制限を都市計画において定め

ることになりました。�

　しかし、市では、現在の建ぺい率制限の最高限

度を、そのまま継続して都市計画決定する予定です。�

　なお、都市計画の案の縦覧は「11月上旬から２

週間」を予定しています。�

　政治家が選挙区内の人に、お金や物を贈ること

は、法律で禁止されています。また、有権者が寄

附を求めることも禁止されています。�

　寄附禁止のルールを守って、�
　　　　　明るい選挙を実現しましょう！�

・対 象 者　健康で働く意欲のある55歳からおお

　　　　　　むね65歳までの方�

・定　　員　20人程度(応募多数の場合は抽選)�

・講習期間　11月19日(火)～12月３日(火)まで�

・講習会場　土岐市下石町　下石公民館�

・参加費用　無　料�

・申込締切　10月30日(水)当日消印有効�

・申込方法　はがきに「技能講習９番希望」と書い

　て郵便番号、住所、氏名、性別、年齢、電話番

　号を書いて、〒500-8145岐阜市雲井町3-12　�

　(社)岐阜県シルバー人材センター連合会へ�

◎問合せ　岐阜県シルバー人材センター連合会�

　　　　　☎ 058-249-0228　�
　　　　　(社)瑞浪市シルバー人材センター �

　　　　　☎ 68-8744��

��

�

�

10平成14年10月15日�

白バラコーナー�白バラコーナー�

明るい選挙推進運動�明るい選挙推進運動�

建ぺい率の都市計画決定について�

●改正（建ぺい率の選択肢の拡充）の内容�

（下線部が追加された数値）�

「技能講習・パソコン(初級)」受講者募集�

◎問合せ　都市計画課　☎ 内線247・248

用  途  地  域� 改正の内容（％）�

第１種住居地域�

第２種住居地域�

準 住 居 地 域 �

50　60　80

近隣商業地域� 60　80

準 工 業 地 域 � 50　60　80

工　業　地　域� 50　60

・内　容　歓談・会食など�

・対象者　独身男女（再婚可）�

・定　員  独身男女各30名（女性大歓迎）�

　　　　　(定員になり次第締め切り)�

・参加費　１人 3,000円　　��

・申込方法   ハガキまたはファックスで「ふれ愛

　パーティー参加希望」とし、郵便番号・住所・

　氏名・性別・年齢・職業・趣味・電話番号を記

　入の上、下記までお申し込みください。��

◎申込・問合せ 市民課 ☎ 内線111 FAX66-3814��
�

催し物�

　陶器廉売市、なんでも蚤の市、瑞浪陶芸協会新

　作展示即売会、おしるこ無料配布、セラミック

　アート展、飲食物販売（地ビール、飛騨牛コロ

　ッケ、やきそば等）、地元陶芸作家作品販売など�

◎問合せ　美濃焼プラザ　☎ 68－0777�

ふれ愛パーティー参加者募集  

結婚相手を探しているあなた�
「ふれ愛パーティー」に参加してみませんか。�
・期　日　11月24日（日）　14時～�

・場　所　ミュージアム中仙道（明世町戸狩）�

第4回美濃焼プラザ祭り�
・期　日　11月2日（土）、3日（日）10時～16時�

・場　所　美濃焼プラザ�
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　市では４月から２カ月間25人のモニターさんに、

ごみの量と種類（併せてゴミ減量）の調査をお願

いしてきました。�

　今回、資源ゴミに分別されるべきものが燃える

ゴミや、不燃物に混入してゴミ減量が進まない現

状を踏まえて、資源ゴミの徹底調査を行う一般家

庭のモニターさんを募集します。�

・調査内容　燃えるゴミ・不燃物の中から資源に

　　　　　　出せるものを徹底的に調査する。�

　　　　　　資源ゴミ排出後報告書の提出�

・募集人員　50世帯程度�

・調査期間　６カ月�

・申込期限　11月11日(月)�

※モニターさんには分別ラック・市指定ごみ袋・

　ごみ袋を贈呈します。�

◎申込・問合せ　環境課　☎ 内線491��

・期　日　学科　11月18日(月)・19日(火)�

　　　　　実技　11月27日(水)・28日(木)・29日(金)�

　　　　　　　　・30日(土)の何れかの指定日�

・場　所　学科　セラトピア土岐(土岐市)�

　　　　　実技　岐阜クレーン教習所(岐阜市)�

・受講料　１人21,100円 ��

　　　　　(2日分昼食・テキスト代を含む)��

・締　切　11月11日(月) (定員になり次第締切)��

・申込方法　写真１枚(縦３cm×横2.4cm、裏に氏名)��

　　　　　　と受講料を添えて申し込み先まで�

◎申込・問合せ　〒507-0801多治見市東町1-9-3

　�　　　　　　東濃産業労働協会 ☎ 24-4595��

�

　市では平成２年より、聴覚、言語機能に障害の

ある方が火災、救急等の緊急通報を行う手段とし

て、使用されるＦＡＸの登録を行っています。�

　現在、ＦＡＸをお持ちの方で登録を希望される

方は、登録手続きを行ってください。�

　また、既に登録されている人も再度登録してく

ださい。�

◎申込・問合せ　社会福祉課　☎ 内線103��

・内　容　「フォトンの森」「エネルギーと遊ぼう

　　　　　コーナー」「実験・工作コーナー」「地

　　　　　層コーナー」「実験ショー・ゲームコー

　　　　　ナー」など５つのブースから、科学技術

　　　　　やエネルギーの面白さ、不思議さを体験

　　　　　し、学習していただけます。�

・対　象　青少年(小･中・高校生)��

※ＪＲ瑞浪駅北ロータリーから無料シャトルバス運行�

◎問合せ　学園都市推進室　☎ 内線330��

　ＬＰガスを使うときは、点火、着火を必ず確か

め、青い炎で使ってください。�

　また、換気にも注意しましょう。�

火災のときは　容器バルブを閉め、消防署員など

に容器の位置を知らせ、後の措置を頼んでください。�

地震のときは　器具せん、元せんを閉め、火を全

部消してください。容器バルブも閉めてください。�

�

　農業委員会では、農地を持っていない方にレク

リエーション目的で、小面積の農地を利用して野

菜や花などを育てる農園を市内に19カ所開園して

います。�

　今回、次の農園の入園希望者を追加募集します。�

◆場所　①高月町2丁目50　　　　１区画��

　　　　②寺河戸町五色187-1　　４区画�

　　　　③西小田町1丁目76　　　１区画��

　　　　④小田町852　　　　　　１区画�

　　　　⑤小田町(区画120-12)　  １区画�

　　　　⑥土岐町2869-1　　　　 ６区画　�

◆区画数　１区画(１区画約30～50㎡)�

◆入園料　年間1,500円��

◆申込方法　10月31日(木)までに農業委員会事務

　局へお申し込みください。(応募者多数の場合抽選)�

◎申込・問合せ　農業委員会 ☎ 内線471�

��

�

11月2日（土）3日（日）4日（月）�
入場無料�

瑞浪市民体育館　サイエンスワールド�

ごみ減量モデル家庭を募集�

聴覚・言語障害者のための�
緊急通報ＦＡＸの登録�

玉 掛 技 能 講 習 会 �

ふしぎ体験ワンダーランド�

「おもしろ科学館2002inみずなみ」�

～楽しい多彩な内容で開催～�

レクリエーション農園入園者募集�

10月23日～29日は�
『高圧ガス保安活動推進週間』です�

～目配りで、安全省エネＬＰガス～�



♥乳幼児健診・相談・歯みがき教室　　　　　　　＜場所  保健センタ－　　料金  無料＞�
�

古紙配合率100％再生紙を使用しています�

健診・相談・教室名 実　施　日� 受 付 時 間   対　　象　　者 持　　ち　　物 

９時～11時�

15時開始�
母子健康手帳 �

タオル、コップ�

母子健康手帳�

母子健康手帳�

平成13年４月16日～�
　　　４月30日生まれ    

平成13年４月１日～�
　　　４月15日生まれ    

10月28日（月） 

11月12日（火） 

健康だいすき�
ヘルスインフォメーション　保健センター　☎67 - 2700

担当　精神科医師（大湫病院）�

＊電話予約が必要です。秘密は厳守します。�
　やめたい！と思っていても、なかなか止められな

いたばこ。そのたばこによる健康への影響について

学んでみませんか？�

・定　員　40人（受講料無料）�

・講　師　昭和病院　医学博士 大林浩幸医師�

　　　　　　（名古屋大学非常勤講師）�

・内　容　医師による講話�

　　　　　　血圧測定・尿検査（希望者のみ）�

◎申　込　11月１日（金）までに保健センターへ�

　医薬品が手に入りやすくなった反面、誤用が増え
ています。次のことに注意しましょう。�
・使用時期、使用量、使用方法を守る。�
・種類により、臓器の機能低下をまねいたり副作用
　を起こすため、重複した使用はさける。�
・薬の保存は、日光・高温・湿気のある所は避ける。
・子どもの手の届く所に置かない。�
・医師、薬剤師など専門家に相談して使用する。�

保健センター�

９時30分�
　　～９時45分�

13時30分開始�

12時30分開始�

母子健康手帳 �
タオル・コップ�

母子健康手帳 �
歯ブラシ・コップ�

平成８年10月生まれ�

平成10年４月生まれ�

平成10年10月生まれ�

平成12年５月生まれ�

平成12年11月生まれ�

生後7～8ヵ月の乳児�

平成14年５月生まれ�11月５日（火） 

11月１日（金） 

11月８日（金） 

10月30日（水） 

11月７日（木） 

11月６日（水） 

１歳6カ月児健康診査�

２ 歳 児 歯 み が き 教 室 �

離 乳 食 教 室 �

２歳６ヵ月児歯みがき教室�

6 カ 月 児 健 康 相 談  �
お よ び 離 乳 食 教 室 �

４ 歳 ・ ４ 歳 ６ カ 月 児 �
歯 み が き 教 室 �

6 歳 臼 歯 ム シ 歯 �
予 防 教 室 �

＊健診終了後、希望者に�
　歯みがき教室を実施し�
　ます。�

＊保護者の歯科健診を�
　同時に実施します�

＊汚れてもよい服装で�
　お出掛けください�

　新  首  都�

「東京から東濃へ」�

2002年10月１日現在（カッコ内は前月比）人口＝42，488人（＋6）世帯数＝13，870世帯（＋10）�

広報みずなみ  発行／瑞浪市  〒509-6195  岐阜県瑞浪市上平町１丁目１番地  ☎６８－２１１１　http:／／www．city．mizunami．gifu．jp／index．html

＊医師による相談　14時30分～15時�

＊乳幼児相談　　　  9時30分～11時��

＊栄養相談　　　　  9時～15時（電話予約が必要）

　子宮がん、乳がんの医療機関検診を希望された方

に、受診票を送りました。有効期限切れの方で受診

を希望される場合は、期間を延長しますので、12月

25日（水）までに受診してください。�

　今日、薬物乱用問題は全世界的な広がりを見せて

います。薬物乱用の防止は薬物を乱用する一部の人

だけの問題ではありません。大切なのは、乱用者以

外の多数の人々によって、一度たりとも薬物乱用を�

許さない社会環境づくりをすることです。�

11月12日（火）� 11月８日（金）�

11月13日（水）�

保健センター�

健　康　相　談�

10月17日～23日�
10月１日～11月30日�

歯科休日救急診療�

「薬と健康の週間」�

13時～14時�

保健センター�
19時～20時30分�

老人性痴ほう症相談�

子宮がん・乳がんの医療機関検診�

麻薬・覚せい剤乱用防止運動�

『一度だけ　それが危ない　覚せい剤』�

テーマ　たばこと健康　�

第４回「健康講座」受講生大募集�

診療時間：９時～15時�

期　　日� 在宅当番医院� 電話番号�

11月３日（日）�

11月４日（月）�

11月23日（土）�

11月24日（日）�

水 野 歯 科 医 院 �

中垣小児歯科医院�

グリーン歯科水野�

63ー2028

67ー1688

67ー0007

水 野 歯 科 医 院 �63ー2028

＊受診の際は、当日電話予約が必要です。�


